
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
洋
陶
磁
学
会 

第
四
十
一
回
大
会
の
お
知
ら
せ 

  

新
秋
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
清
祥
の
事
と
存
じ
ま
す
。 

平
成
二
十
五
年
度
の
大
会
を
左
記
の
と
お
り
茨
城
県
笠
間
で
開
催
致
し
ま
す
。 

奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

 
 

東 
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学 
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記 

＊
日 

時 

平
成
二
十
五
年
十
月
十
九
日
（
土
）・
二
十
日
（
日
） 

＊
会 

場 

茨
城
県
陶
芸
美
術
館
（
茨
城
県
笠
間
市
笠
間
二
三
四
五
番
地 

h
ttp
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w

w
.tou

g
ei.m

u
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m
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k
.ed
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/) 

＊
テ
ー
マ 

「
現
代
陶
芸
の
形
成
と
理
論 

―
産
業
と
表
現
―
笠
間
焼
を
事
例
に
、
震
災
に
も
触
れ
て
」 

＊
趣 

旨 

手
作
り
の
産
業
か
ら
一
九
一
〇
年
代
に
近
代
作
家
に
よ
る｢

表
現

の
工
芸｣

が
誕
生
し
て
以
来
、
そ
の
先
頭
切
っ
て
他
を
領
導
し
て
き
た

陶
芸
は
き
わ
め
て
多
様
で
興
味
深
い
展
開
を
見
せ
て
き
た
。
特
に
戦

後
、
オ
ブ
ジ
ェ
と
称
さ
れ
る
立
体
造
形
が
登
場
し
て
以
来
、
現
代
美

術
と
の
不
断
の
交
感
な
ど
、
そ
の
存
在
基
盤
を
問
わ
れ
続
け
て
き
た
。

産
業
、
表
現
、
現
代
美
術
、
そ
の
多
様
な
展
開
を
後
付
け
、
そ
の
理

論
を
考
え
る
。
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
震
災
か
ら
復
興
を
経
て
、

立
ち
直
っ
て
き
た
笠
間
で
、
産
業
と
表
現
の
実
例
を
検
証
し
つ
つ
、

現
代
陶
芸
論
を
様
々
な
角
度
か
ら
考
察
す
る
。 

＊ 

日 

程 

十
九
日
（
土
）
十
二
時
三
十
分
よ
り
受
付 

一
時
開
会 

・ 

東
洋
陶
磁
学
会
常
任
委
員
長
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
橋 

康
二 

・ 

基
調
講
演
「
現
代
陶
芸
の
形
成
と
理
論
：
産
業
と
表
現
」
金
子 

賢
治 

・ 

研
究
発
表 

日
本
の
現
代
陶
芸
「
萩
焼
：
ア
ン
チ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」 

石
﨑 

泰
之 

ア
ジ
ア
の
現
代
陶
芸
「
ア
ジ
ア
現
代
陶
芸 

―
新
世
代
の
交
感
展
の
十
年
」 

大
長 

智
広 

 
 
 

西
洋
の
現
代
陶
芸
①
「
芸
術×

陶
芸 

に
よ
り
新
し
い
時
代
の
陶
芸
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
洋
～
日
本
」 

 
 
 
 
 

三
浦 

弘
子 

・
見 

学
：
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
特
別
展
「
没
後
五
十
年
板
谷
波
山
展
」 

・
懇
親
会 

午
後
七
時
～ 

於
・
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸 

二
十
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り
受
付 

十
時
十
五
分
よ
り
発
表 

 
 

・
研
究
発
表 

茨
城
の
陶
芸
① 

作
家
自
作
を
語
る 

 
 
 
 
 
 
 

寺
本  

守 

茨
城
の
陶
芸
② 

作
家
自
作
を
語
る 

 
 
 
 
 
 
 

松
井 

康
陽 

茨
城
の
陶
芸
③ 

作
家
自
作
を
語
る 

 
 
 
 
 
 
 

浜
岡 

満
明 

（
昼
食
） 

日
本
の
産
業
陶
磁
「
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
に
関
す
る
考
察
」 

 

村
山  

閑 

茨
城
の
陶
芸
④
「
笠
間
焼
の
歴
史
・
震
災
と
笠
間
焼
」 

久
野 

亘
央 

茨
城
の
陶
芸
⑤
「
板
谷
波
山
と
里
中
英
人
」 

 
 
 
 

花
井 

久
穂 

西
洋
の
現
代
陶
芸
②
「
イ
タ
リ
ア
的
な
陶
造
形
の
す
す
め
」 唐

澤 

昌
宏 

＊ 

費 

用 

・
大
会
参
加
費
（
参
加
者
全
員
） 

 
 
 
 
 
 
 

二
、
〇
〇
〇
円 

・
懇
親
会
費
（
十
九
日
・
申
込
者
の
み
） 

 
 
 
 

五
、
〇
〇
〇
円 

・
昼
食
費
（
二
十
日
・
申
込
者
の
み
） 

 
 
 
 
 
 
 

八
〇
〇
円 

＊
交 

通 

茨
城
陶
芸
美
術
館
（
茨
城
県
笠
間
市
笠
間
二
三
四
五
番
地
） 

・
Ｊ
Ｒ 

常
磐
線
で
上
野
駅
～
友
部
駅
（
特
急
七
十
分
） 

友
部
駅
で
Ｊ
Ｒ
水
戸
線
に
乗
り
換
え
笠
間
駅
（
九
分
）
下
車 

笠
間
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
五
分 

友
部
駅
か
ら
笠
間
市
内
観
光
周
遊
バ
ス
（
料
金
百
円
）
で
二
十
分 

・
高
速
バ
ス 

茨
城
交
通
高
速
バ
ス
で
秋
葉
原
～
や
き
も
の
通
り
、 

ま
た
は
笠
間
駅
（
一
二
〇
分
）
下
車 

・
車 

 

北
関
東
自
動
車
道
：
友
部
イ
ン
タ
ー
か
ら
十
分
、 

笠
間
西
イ
ン
タ
ー
か
ら
十
五
分 

常
磐
自
動
車
道
：
岩
間
イ
ン
タ
ー
か
ら
二
十
五
分
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水
戸
イ
ン
タ
ー
か
ら
三
十
分 

  

 

  

［
注 

意
］ 

・
参
加
申
込
は
十
月
十
日
迄
に
、
振
込
用
紙
に
て
お
願
い
致
し
ま
す
。 

・
発
表
の
演
題
お
よ
び
順
序
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

・「
発
表
要
旨
」
を
大
会
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。 
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イ
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ア
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化
会
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ビ
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